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1.社 会 調 査 デ ー タ と デ ー タ ・ア ー カ イ ブ
L1デ ータ ・アー カイブとは
データ ・アーカイブとは調査 データの収集、編集 ・加工、保管、普及のための専門機
関である。調査実査者 による調査データの寄託、あるいはデー タ ・アーカイブ自身によ
る調査の実施 によって、 データ ・アーカイブは調査データを収集す る。データ ・アーカ
イブは、収集されたデータを2次 分析が可能な形式で公開 しなければな らない。 そこで
2次分析を可能 にす るため、収集 されたデータはなん らかの統一的な形式へ と編集 ・加
工 される。 デー タ ・アーカイブは、そのような2次 分析が可能 な貴重 な調査 データを保
管 し、貴重 な調査データが有効活用され るよう普及活動をおこな う。
L2海 外のデータ ・アーカイブと国際組織
データ ・アーカイブは社会科学 の分野 において調査データの2次 分析 を推進するうえ
で重要な役割をはた しており、なが い歴史を もった専門機関で もある(Scheuch1990)。
海外で は、 まず第2次 大戦後 す ぐにアメ リカ合衆 国で、ElmoRoperが作成 したIBM
カー ド形式の調査研究データがWilliamsCollegeに寄贈され、世論調査 のデータ ・アー
カイブが整備 された。 このデータ ・アーカイブが現在のRoperCenterの前身である。
その後1960年に西 ドイッでZentralarchiv(ZA).がケル ン大学 の研究機関 として設立 さ
れた。 そ してlg60年代なかばか ら、北米 や ヨーロッパ各国でデータ ・アーカイブが設
立 されるよ うになった。
このように海外ではデータ ・アーカイブはながい歴史を もってお り、おお くのアーカ
イブが国際組織 に参加 しなが ら、ゆ るやかに連携 している。そのような国際組織 と して
代表的な ものが、IFDO(IntemationalFederationofDataOrganizations)とCESSDA
(CommitteeofEuropeanSocialScienceDataArch董ves)であ る。
IFDOは1977年に設立 された国際組織である1)。世界各地 にちらばったデータ ・アー
カイブが国際協力することによ って、社会科学 における調査研究が充実するとい う発想
にもとつ いて設立された。IFDOに加盟 している組織は北米やヨーロッパのデータ ・アー
64
カイブが中心であるが、 日本か らも後述のSSJデータ ・アーカイブが2001年に加盟を
承認 された。 このようにIFDOは、全世界的なひろが りをもった国際組織である。 また
IFDOは、 設立以来 、UNESCOの国 際社 会科学協議会(lntemationalSoc量alScience
Council)の準会員 となっている。
いっぽ うのCESSDAであるが、 こち らは1976年に設 立された2)。CESSDAはヨーロッ
パ のデータ ・アーカイブ間の非公式 な協力関係 と して位置づ けられている。 ヨーロッパ
のデータ ・アーカイブのほとん どがIFDOとCESSDAの両方に加盟 している。 ヨーロッ
パ の ア ーカ イ ブに と ってIFDOは いわ ば政 策 決 定機 関 に あた る。 それ に対 して
CESSDAは、CESSDAに加盟す るヨーロッパのデータ ・アーカイブが協力 してオ ンラ
イ ン用のデータ処理技術(た とえば後述す るNESSTAR)を開発するなど、国際組織 と
してIFDOより密接なアーカイブ間の協力関係を形成 してい る。
1.3日本のデー タ ・アー カイブ
海外ではデータ ・アーカイブはながい歴史を もって いるが、 日本の歴史 は比較的み じ
かい。 日本の場合、1990年代 にはい って調査データを公開 して2次 分析 に役立てよ う
とい う動 きが社会科学の諸分野で本格化 して きた。そのよ うな社会科学 における2次 分
析 の推進 を背景 に して、 い くっかのデータ ・アーカイブが日本でも誕生 して いる。 ここ
では、札幌学院大学社会情報学部 のSORD(SocialandOpinionResearchDatabase)3)、




札 幌学院大学社会情報学部のSORDは 「社会 ・意識調査 データベース作成 プロ ジェ
ク ト(SocialandOpinionResearchDatabaseProject.)」によ って構 築 された社会調査
に関す るデータベースである。 このプ ロジェク トは、 お もに 日本社会学会会員 によ って
実施 された社会調査に関す る情報 の収集 ・蓄積 を1990年か らお こな って お り、 「日本
最初の社会調査 データベース」を うた っている。 また毎年、社会 ・意識調査 にかかわ る
研究者を招待 して札 幌学院大学 でワークショップを継続 して開催 している。
SORDを運用 してい る社会 ・意識調査 データベース作成 プロジェク トは 「社会調査
の概要情報」を収集 し、その調査概要情報 をデー タベース化 して公開 している。 このよ
うな収集 ・データベース化の目的は、社会調査に関す る情報の学術的な活用にある。デー
タベース化された調査概要情報は報告書 とい うかたちで出版 されているだ けでな く、情
報提供者か ら許可 された もの に関 してはWebサ イ トで も公開されてい る。そのため現
在で は、イ ンターネッ トを通 じて調査概要情報を検索 ・閲覧す ることが可能 である5)。
検索可能な調査概要情報には、調査の名称、調査の領域、調査の概要、調査開始年、
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母集団地域、調査方法 とい った項 目がある。それぞれの項 目にっいてキーワー ドを入力
す ることで、各自の興味 ・関心にそ った調査情報 を調査データベースか ら検索すること
ができる。 もしデータベースの検索をお こな って2次 分析 してみたい調査清報がみっか っ
た場合 は、SORDの事務局 を通 じてその調査 をお こな った調査主体 と連絡 をとること
がで きる。 このよ うにSORDは 、分析用 データの提供 ・公開を基本的 にお こなってお
らず、2次 分析希望者への分析用 データの提供 は実際に調査 をお こなった調査主体 にゆ
だね られている。 なおSORDのWebサ イ トによれば、現在1,000以上の調査概要 晴報
が このデータベースに登録 されているとの ことであ るが、1998年以降の ものはかな り
少 なく、2001年以降の もの は登録 されていないようであ る。
1.3.2SSJデータ ・アーカイ ブ
東京大学社会科学研究所附属 日本社会研究情報 セ ンターのSSJデー タ ・アーカイ ブ
は 日本における社会科学 の実証研究 を支援 することを目的 として設立 され た。1996年
5月、東京大学社会科学研究所の付属施設 と して まず 日本社会研究情報 セ ンターが設立
された。SSJデータ ・アーカイ ブのWebサ イ トによれば、 このセ ンター は 「研究実証
データと研究関連 情報 を蒐集 ・作成 して提供す ること、国際的な研究ネ ットワークを形
成す るための情報基盤 を構築す ること」 を目的 として いる。 そ してSSJデータ ・アー
カイブは、1998年4月か ら学術 目的での2次 分析のために教員や大学院生等に調査 デー
タの提供をお こな ってい る。またSSJデータ ・アーカイブは、 さきに取 りあげたIFDO
へ の加盟を2001年2月に承認 された。
さきにふれ たSORDと 同様 に、SSJデータ ・アーカイブで もアーカイ ブに収録 され
た調査 の検索をイ ンターネッ ト上でお こなうことがで きる。 おもな検索項 目としては、
調査名、データ寄託者、調査対象、主 な調査事項、調査の概要、 さ らに調査 にっかわれ
た質問文等が検索 できる。 これ らの検索機能 をつか って、2次 分析 に関心 をもっ教員 や
大学院生 は自分の研究上 の興味 ・関心 を満たす調査 データがSSJデー タ ・アーカイ ブ
に収録 されているかどうかを調べ ることがで きる。2次分析 を したいデー タがSSJデー
タ ・アーカイブに収録 されて いる場合、分析者はアーカイ ブにデータ利用の申請 をお こ
なう。 そして利用申請後、 アーカイブと調査データ寄託者の承認を得てか ら分析者ヘデー
タが提供 され ることになっている。 なおSSJデータ ・アーカイブでは、2004年9月現
在で479の調査データが公開 されている。
2.これ ま で の デ ー タ ・ア ー カ イ ブの意 義 と問 題 点
2.1これまでのデータ ・アー カイブの意義
国内外 におけるデータ ・アーカイブの経緯にっいてふれてきたが、 このようなデータ ・
アーカイ ブは社会科学 の領域 において研究 と教育 の面で意義を もっている(佐 藤ほか
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2000)。まず研究上の意義 とは、研究 をすすめる際にデー タ ・アーカイ ブに保管 された
過去の調査 デー タを有効活用で きる点であ る。た とえば既存のデータを有効活用す るこ
とで多額の調査経費が不要にな る。また過去 の調査データの2次 分析 が普及すれば、お
な じよ うな目的の調査を くりかえ し実施する必要 もな くな り、調査対象者が似たような
質問の調査 に回答す る負担 も軽減 される。
教育における意義 は、質 のよいデータで社会調査法 の学習が可能になる点である。お
お くの学生 にとって、 さまざまな分野で実施 された質 のよい調査 データを分析 しなが ら
社会調査法を学習す ることは、 デー タ ・アーカイブが提供す るデータによっては じめて
可能 にな る。社会調査法の授業では 「有意水準が5%で 帰無仮説が棄却」 というような
推測統計学 にもとついた説明をす ることがおおいが、 このような説明は無作為抽 出をお
こな った標本調査データを分析 した ときには じめて意味を もっ。学生 がみずか らの手で
無作為抽 出にもとついた質のよい標本調査 を実施す ることはむずか しいか ら、データ ・
アーカイ ブが質 の良 い調査 デー タを提供することは教育 において も意義がある。
2.2これまでのデータ ・アーカイブの問題点
これまでのデータ ・アーカイブは、現時点で も研究 ・教育 にとって重要 な意義 をもっ
ている。 しか しなが ら同時にい くつかの問題点 もある。 ここで は問題点 を3点 だけ指摘
してお く。
まず、知 りたい分析結果が公開 されていないという問題点がある。 これは度数分布表
や クロス集計表 によ る調査 デー タの公開を想像すれば容易に理解で きる。 たとえば政府
の統計局 などが実施 したセ ンサス ・データは、そのおお くがクロス集計表の掲載 された
報告書のかたちで公開 されている。 このよ うな場合、報告書 には男女別の集計結果 は掲
載 されていたとして も、世帯収入別 の集計結果は掲載 されていないことがおおい。 この
場合 は、独立変数 としての世帯収入が さまざまな従属変数 に対 してどのような効果を もっ
てい るのかとい う研究上の関心 を分析者が もっていて も、報告書 はそのような分析者 の
関心にはこたえて くれない。
第2の 問題点 は、知 りたいことがす ぐ分析で きない という点である。第1点 目に指摘
したように、度数分布表やクロス集計表のかたちでの調査データ公開はす ぐにみること
がで きるが、知 りたい分析結果が得 られない点が難点 であった。 そこで、そのよ うな集
計表の元 にな っているデー タファイルをそのままCD-R等の メデ ィアをっか って分析
者に提供するデータ ・アーカイブが登場す る。 このようにデータ ・アーカイブが調査 デー
タのデータ ・セッ トの提供 をおこなうことで、分析者 は各 自の関心 にもとついて調査デー
タを自由に分析で きるようにな った。
しか し、分析者へのデータファイルの提供には時間がかかるという問題点がある。 た
とえばSSJデータ ・アーカイ ブの場合、 さきほど も紹介 したように、分析者による利
用 申請のあ とSSJデータ ・アーカイブと調査 データ寄託者の承認 を得てか らデータが
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提供 され る。 そのためデー タの利用 申請 を してか らデータを入手す るの に2ヶ 月程度
を要す る場合がある。 このようなデータ提供方法 は、利用者がデータを入手す るのに時
間がかか るとい う問題点があるにもかかわ らず、海外 のおお くのデー タ ・アーカイブで
もこの方法が採用 されて きた。
第3点 目の問題 と して、分析 デー タを提供 す るSSJデー タ ・アーカイ ブは日本語 の
みでデータを提供 している点があげ られ る。っま り日本語の能 力のあ る研究者でない と
日本の社会調査 データを利用で きないのである。 日本にお ける社会調査の質 は向上 し、
世界的 に見て も高い レベルにあるとおもわれる。 したが って、 もし海外の研究者がその
よ うな日本で実施 された高 い レベルの調査データを利用す ることがで きれば、 日本にっ
いてよりいっそ う知識を得 ることができるのではないだ ろうか。 このようにデータを海
外 に向 けて発信す るとい う観点か らみれば、 日本語だけでデータを提供 している日本 の
データ ・アーカイブには問題点があ るといえるだろう。
3.社会 調 査 デ ー タの オ ンライ ン分 析
3.1オンライン分析の登場
これまでのデータ提供方法 にかわ って、調査 データをWeb上 で直接分析 できるシス
テムが登場 した。 このよ うな調査データのオンライ ン分析 システムは、 これまでのデー
タ ・アーカイブが もっていた問題点 を解消 している。調査 データを直接分析で きるので、
分析者 が知 りたい分析結果を得 る ことがで きるのは当然 である。 そ して調査 データを
Web上で分析 で きるか ら、知 りたい ことをす ぐに分析す ることもで きる。 ここでは、




SDAは 調 査 デ ー タの文書 化 とオ ンライ ン分析 の ため の一 連 の プ ロ グ ラムで あ る。 こ
の一 連 のプ ログ ラム は、 カ リフォル ニ ア大 学 バ ー ク レー校 のComputer-assistedSurvey
MethodsProgram(CSM)が開 発 した システ ムで あ る6)。現 在 、 このSDAは ア メ リカ
合衆 国 の複 数 の デー タ ・アー カ イ ブで試 験 的 に導 入 され て い る。SDAを っ か った ア ー
カ イ ブで公 開 され て い る代 表 的 な デ ー タ に はGeneralSocialSurvey(GSS)デー タが
あ る。 このよ うな オ ンライ ン分析 システ ムの登 場 が社会 科 学 に お ける調 査 研究 にお いて
画期 的 で あ った こ とは、 このSDAがAmericanAssociationforPublicOpinionResearch
(AAPOR.)の「lnnovatorsAward」やAmericanPoliticalScienceAssociation(APSA)
の 「BestInstructionalSoftwareAward」を2000年 に受 賞 して い る点 か ら もわか る。
SDAは 、 お お き くわ けて3個 の プ ロ グ ラムか ら構 成 されて い る。 まず 「Codebooks」
68
プ ログラムによって、公開する調査データの コー ドブックを印刷や閲覧用 に作成する。
コー ドブ ックとは変数 の定義 などが文書化 された ものであ る。第2のAnalysisフoログ
ラムによ って、 データの分析 をオ ンライ ンでお こな うことがで きる。 この 「Analysis」
プ ログラムはWebブ ラウザで動作す るよ うに設計 されたパ ッケー ジであり、 クロス集
計表、平均 の比較、相関分析、 回帰分析 といった多変量解析がWebブ ラウザだけで実
行可能である。 そ して第3の 「Subsetting」プログラムをつか うと、 データ ・アーカイ
ブ上の調査データをダウンロー ドす ることがで きる。なお調査 データの ダウンロー ドの
際には、SASやSPSSやStataとい った統計パ ッケー ジで分析で きるように変換 された
データのサ ブセ ットがダウンロー ド可能 にな っている。
3.L2NESSTAR
NESSTARは、イ ンターネ ットによるデータ普及の基盤技術 となるために開発されて
いるシステムである7)。この システムはイギ リス、 ノルウェー、オ ランダのデータ ・アー
カイブが中心 とな って ヨーロッパで共同開発されている。NESSTARの特徴 は、専用 ソ
フ トウェアによって複数のデータ ・アーカイブに保管 されている調査データに関する情
報 を一覧で きる点 にあ る。世界中のいたるところにアーカイ ブのサイ トが多数存在 して
いたとして も、NESSTARをっかえば各サイ トで公開されているデータに関す る検索結
果の一覧 をとりだす ことができる。
この よ うなNESSTAR.のシス テ ム を実 現 す る た め にNESSTARPublisher、
NESSTARServer、NESSTARWebViewとい う3種 類の専用 ソフ トウェアが開発され
ている。手持 ちのデータや関連文書 をインターネ ット上で公開す るたあの書式へ と変換
す るソフ トウェアがNESSTARPublisherであ る。多数 のデータを対象 に した検索 シ
ステムを実現す るためには、 このよ うに共通の書式 によって標準化 したデータを準備す
ることが必要で ある。NESSTARPublisherによって標準化 されたデ ータや関連文書を
イ ンターネ ッ ト上 のサ ーバ ーで公 開 ・普 及す るための ソフ トウェァがNESSTAR
Serverであ る。そ してNESSTARServerによって イ ンターネ ッ ト上 に公開されたデー
タや関連文書 はNESSTARWebViewとい うソフ トウェアをっか って検索や閲覧がで
きる。またNESSTARWebViewにはオ ンライ ン分析の機能 がついているので、公開 さ
れているデータにっいてクロス集計表の作成や回帰分析 をお こなうことがで きる。
3.2ふたつのデータ
ここで、データ ・アーカイブが収集 ・保管するデータにはおおきくわ けて2種 類 ある
点にふれておきたい。そのふたっのデータは、それぞれデー タとメタデータとよばれて
いる。 もっとも一般的な意味での分析のための調査 データ、っま りSPSSやSASで分
析するデータ ・ファイル といったもの、それがデータである。 これについて説明 は不要
だろ う。
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もうひとっのメタデータとは、データ ・アーカイブで収集 ・保管 される個々の調査デー
タにっいてのデータである。 たとえば調査対象 はどのよ うな人や組織なのか。全数調査
なのか標本調査なのか。標本調査であれば、 どのよ うな標本抽 出法をっか って標本 を抽
出 したのか。 ほかにもさまざまな項 目をあげることができるが、 これ らが調査 データの
メタデー タとよばれるものにあたる。メタデータについて はDDI(DataDocumentation
Initiative)とい う仕様書を討議するための国際的なプログラムが始動 してお り、い くつ
かのデータ ・アーカイ ブがDDIに もとついてメタデー タを提供す るための準備 をすす
めている8)。
調査 データのオ ンライ ン分析にとって、メタデータのとりあっかいは重要 な意味をもっ
ている。 データ ・アーカイブに保管 されたおお くの調査データのなかか ら、分析 目的 に
適 したデータをすばや くみっけだすためにはメタデータの情報 を参照することが必要不
可欠だか らであ る。 さきほど紹介 したNESSTARは、専用 ソフ トウェアにメタデータ
の検索機能がそなわ っている。 このよ うなメタデータをあっか うための機能 によ って、
NESSTARはネッ ト上 にいわば仮想 アーカイブをっ くりだす ことが可能 になった。 また
一方 のSDAは 、現時点ではメタデータの検索機能 はないが、個 々の調査データに関す
るメタデー タをSDAシ ステムの書式 か らDDIに変換す るためのプログラムが開発 さ
れつつあ る0
3.3SDAとNESSTARの問題点
なによ りも、SDAに よ って、GSSデータな どがWebブ ラウザだ けでオ ンライ ン分
析可能になったのはすば らしい。ただ し分析の際、 コー ドブックを参照 して変数名 の直
接入力が必要 な点な ど、SDAは イ ンターフェイスに改良の余地が ある。 また先述 した
ように、SDAは現時点で はメタデータの検索ができない点 も問題である。
それに対 してNESSTARは、 データ分析 だけでな くメタデータにつ いての情報収集
もオ ンライ ンでお こなうことがで きる。 しか し、NESSTAR専用のソフ トウェアをダウ
ンロー ドしな ければな らない という問題点がある。
4.あた ら しい デ ー タ公 開 シス テ ムの開発
4.1SRDQ(SocialResearchDatabaseonQuestionnaires)の概 要
そ こで、 これ まで のオ ンライ ン分 析 シス.テム の問題点 を解消 す るた めに、 あ た らしい
デ ー タ公 開 システ ムを開発 した。SDAは メ タデ ー タの検 索 が で きなか った。NESSTAR
は専用 ソ フ トが必要 とい う欠点 が あ った。 それ に対 して、 わ た した ちが 開発 した あた ら
しい公 開 システ ム は、 専 用 ソフ トな しで、Webブ ラウ ザだ け で デ ー タ とメ タデ ー タの
分 析 が可能 な システ ム にな って い る。
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4.1.1SRDQの技術的側面
あ らた に開 発 した シス テ ム の 名 称 は、SRDQ(SocialR.esearchDatabaseon
Questionnaires)である。 この システ ムでは、調 査データの分析 とメタデータの検索 を
Webブラウザだ けでおこな うことがで きる。 また調査票の質 問文を検索す る機能 もあ
る。SRDQはuRL:http://srdq.hus.osaka-u.ac.jpにおいて、2004年1月か ら試験的にシ
ステムの運用を開始 し、2004年4月よ り正式 に公開 している。利用状況 は4月 か ら9
月までの半年間 に1万 件を こえる訪 問者があり、 ヒッ ト数の合計 は80万を こえている。
このSRDQに おいては、調査データの分析 とメタ ・データ検索 の両方 をWebブ ラウ
ザだけでおこなえ るようにす るために、独 自の システムを作製 した。 なぜな ら、現在 の
ところ、調査データ分析 とメタデー タ検索 とい うふたっの目的を実現で きる市販の シス
テムが存在 しな いか らで ある。SRDQを構築す る過程 では、市販パ ッケージを もちい
ての試行錯誤が なされた ものの、.SRDQに要求 され る機能 を十分 に実現す ることがで
きず、最終的 には独 自システムの作製 をお こな うことにな った。以下 に、SRDQを構
成 してい る独 自のシステムについて、 その概要 を述べる。
メタ・データ管理サーバー
作 成 ・発 信 内 容:
OHTMLペ ー ジ(固 定)
○ メタデ ー タ関 連 ペ ー ジ(動 的 生 成)
調 査 概 要












作 成 ・発 信 内 容:
○ 分 析 関 連 ペ ー ジ(動 的 生 成)
度 数 分 布 表






図1SRDQを 構成す るサ ーバ ー群
この独 自 システムの概略 は、図1の 通 りであ る。 この システムは、図1か らもわか
るように、調査 デー タを分析するための部分 と、 メタデータを検索 ・表示す るための部
分 とに、大 きくわかれている。
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まず調査 データの分析 につ いて は、SPSS(.sav)形式 の調査デー タを システムに登
録す るだけで、そのデータをWebブ ラウザか ら分析で きるというシステムを作製 した。
このシステムではほとん どすべてのWebペ ー ジが、利用者 か らの要求 に応 じて、動的
に生成 される。 たとえば、登録 されたデータに含 まれる変数の一覧が自動的に読み取 ら
れ、分析 ページに利用で きる変数の一覧が表示され る。 さらに、分析 ペー ジで利用者が
お こな った選択に もとつ いて、各種の集計 や分析がその場でお こなわれ、結果がWeb
ページとして表示 される。 このよ うにWebペ ー ジの動的生成 おこな うことによ って、
あ らか じめ管理者が必要 とかんがえ る集計表を大量に作成 してお くといった作業 は不要
になった。 またデータを修正す るような場合にも、単 にデータを差 し替えるだけでよ く、
集計表 を修正 するとい った作業 は必要 ない。 なお、 このようにWebペ ー ジを動的に生
成す ることで、何 らかの機能 をWebブ ラウザだ けで利用で きるような システムは、一
般 にWebア プ リケー ションと呼 ばれている。
この調査デー タ分析 のための システムは、Webアプ リケー ション作成用 の開発 キ ッ
ト(SDK:SoftwareDevelopmentK童t)である、SPSS社のWebAppをもちいて作製 さ
れている。SPSSWebAppでは、SPSSBatchServerによ って分析が実行 され、 その結
果がOrionApplicationServerを通 してW bペ ー ジとして送信 される。 したが って、
SpSSBatchServer(SPSSBaseSystem)でお こなえ る分析 はすべて、SPSSWebApp
で もおこなえ ることになる。ただ し、それぞれの分析を実行可能 にするためにはカス タ
マイズが必要になるので、現在SRDQで 提供 している分析手法 は後述す るlo種類に限
られている。 このカスタマイズについては、以下に示すよ うなプログラ ミング言語 およ






っ ぎに、 メ タデー タの検 索や表示 をお こな う システムであ るが、 これ について も
Webペー ジを動的 に生成す る システムを作製 し、利用 している。 すなわち、 メタデー
タにっいて も、データベース ・システムに情報を登録 してお くだ けで、質問項 目 ・社会
調査の一覧ページや検索 ページが 自動的に生成 される。 この システムでは、高速性 と堅
牢性 を追求 したデータベース ・システムであるMySQLを採用 してい る。そ して、PerI
(mod-perl)というプログラミング(ス ク リプティング)言 語 によって記述 されたサ ブ ・
システムが、MySQLに登録 されたデータを取 り出 してWebペ ージと しての体裁 に整
形す る。最終的 には、Webペー ジを発信す るためのシステ ムであ るApacheを通 じて、
利用者に情報が送信 される。
以上で述 べたように、SRDQは統計分析 をお こな うための システムと、 メ タデータ
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の検索や表示をおこな うたあの システムという、2種 類の別個の システムによ って構成
されているQ
図1か らもわか るよ うに、 これ ら2種 類 の システムは異 なるサーバー機で稼働 して
いるので、ふたっの システムは物理的 にも分断されて いると言 えよう。 しか し、実際の
利用画面 ではこれ らふたっ システムが継 ぎ目な しに接合され るよ うに両方 の システムを
設計 した。 たとえば後掲す る図5を みれば、分析のためのオプシ ョンを選択 す るペー
ジや分析結果が表示 されるペー ジには、メタデータを表示す るための リンクがっねに表
示 されて いる。 よって、分析ペー ジか ら1ク リックで、調査概要 や質問項 目の リス ト
とい ったメタデータのペー ジへ移動 できる。 もちろん、調査概要や質問項 目の リス トが
表示され るペー ジにも移動用の リンクがあ り、1ク リックで分析ページに移動す ること
がで きる。 この ように2種 類 の システムは接合 されて いるので、SRDQを利用 してい
る際に、画面上か らその背後に完全 に分離 したふたっの システムが存在すると想像する
のはおそ らく困難iだろう。SRDQの通常の利用は、 トップページがおいてあるメタデー
タ管理サーバーか らは じま り、1利用者の要求に応 じて、それぞれのサーバーが適宜稼働
す ることになるのだが、 図1の ように複数のサーバー機 が稼動 していることに利用者 は
気づかないだろ う。
最後 にSRDQを構成す るハー ドウェアにつ いて述べてお こう。統計計算 サーバーと
してはCPU(Xeon3.2GHz)をふたっ搭載 し、メモ リについて も2Gbytesを備えたサー
バー機を使用 している。 日本語 の分析ペー ジと英語 の分析 ページを生成 ・送信す るため
に、 それぞれ専用のサーバー機 を もちいている直接の理 由は、SPSSWebAppの仕様 に
よるものである。 もっとも、サ ーバー機 にかか る負荷 を2台 に分散 するという意味で
も、現在 の2台 での構成 は有効 に機能 していると言 え る。っ ぎにメ タデータ管理 サー
バ ーについて は、CPU(PentiumIIIIGHz)も1個でメモ リも256MBytesと、 やや
性能が劣 ってい る。 だが統計計算 をおこな う必要がな く、 さ らにMySQLとmod=per1
を もちいた処理 は高速でなので、現 時点で このサーバ ー機 は十分 なパ フォーマンスを発
揮 している。
4.1.2収録データ
現在、SRDQに登録 されて いるデータには、統計分析で きるデータと しては、2001
年に実施された 「清報化に関する全国調査(JapanSurveyonInformationSociety:JIS)」
と1955年には じま り1995年まで10年 ごとに実施 されて いる 「社会階層 と社会移動
(SocialStratificationandMobility:SSM)全国調査⊥(ただ し威信票 を除 く)が ある。
いずれも全国を調査対象 とし、無作為抽出 にもとついた標本の大 きさが1,000以上の質
の高い調査データである。なおこれ らのデータは、海外の研究者等 も利用できるように、
調査票、質問文、データのラベル等 の情報提供 を日本語だけでな く英語で もお こなって
お り、 日本の社会調査データを海外 に発信す るという意義 も大 きい。
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質問文、調査概要な どのメタデー タの登録 は113件で、 お もに科学研究費補助金の
助成 によ って実施 された1990年代後半以降の社会学者の調査を中心 に収録 している。
検索 は、ll3件全部の検索 と領域別の検索ができる。 この領域 とは日本社会学会が会員




図2は 、SRDQの トップペ ージである。左下 の枠内 「分析可能 な社 会調査 データ」
が、 ブラウザで分析で きるデータの一覧である。 それぞれの調査に関 して、「調査概要」
と 「分析」のペー ジがある。中央 に 「質問文 ・選択肢の検索」 とい う枠があ り、 ここか
ら収録 した調査票 の質問文 と選択肢が検索で きる。検索方法 は、「質問文 と選択肢の両
方 を検索」、「質問文だ けを検索」、「選択肢 だけを検索」 とい う3種 類の方法が あり、
検索 は、rAND検索」 と 「OR検索」がで きる。 その下 に 「社会調査 の検索」 という枠
があ り、 ここで登録 されている全113件の調査につ いて調査 の名称や代表者名 によ る
検索ができる。
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図2ト ップペ ー ジ
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図3は 、「調査概要」のページである。
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このペー ジの上部で は、調査の基本的な情報が表示 される。項 目は、調査名称、調査
代表者、共 同グループ名、抽出方法、抽 出台帳、調査方法(モ ー ド)、調査員、調査開
始年 と月、母集団地域、母集団性別、母集団年齢の下限 と上限、その他の母集団の情報、
標本数、回収数、回収率、調査の領域、論文 ・報告書である。 これ らのデータはデータ
ベースで管理 されてお り、該当 しない項 目、たとえば年齢の上限がない場合などの非該
当部分は表示 されない設定になっている。
下段において、質問文 と選択肢 の検索がで きる。 この場合の検索範囲は、表示されて
いる調査だ けに限定 される。
また、 このページ上部には 「関連 リンク」 という項 目がある。 この リンクをっかえば、
「調査概要」 のペー ジか ら1ク リックで質問項 目 リス トを表示す ることがで きる。 また
一部 の調査 データにっいては、 この 「関連 リンク」 を通 じて調査票 のPDFフ ァイルの
閲覧が可能である。また分析可能 な調査 データにつ いては、 この 「関連 リンク」か ら調
査結果の分析画面 に移動す ることで きるようにな っている。
図4は 、質問文の検索の欄に 「お仕事」 と入れた場合の検索結果のペー ジである。
収録 されている全ll3件の調査票を対象 に検索がお こなわれ、該当する件数 と該当 し
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全調査 【14,963項目】の質問文 と選択肢か らお仕 事を検索 しました。
ご櫓
璽r1璽∵1難 骸 揃 酬 ㌻[1玉[～1H41】烈 熈 迎11L照 …然9三贈
・あなたの現在のお仕事 についてお聞かせ ください。
・構報{1二管余に関マる霊騰誰1欝(、i窺棚 〉=面 接票Q19
・ 〔おf士霧 をざれている方 に〕あなたが現在なざっている仕事 には、文書を読
んだり書いた りす る仕事 手や道具や機械を使 う仕竃 および直接人に接す
る仕事が含まれている と思います。あなたはこれ らの仕事を、同時におこな
っている ことでしょうが、ここでは1つ ひとつ分けてお聞 きします。
:面接票Q20
・お仕箏の特徴についてお伺いします。



























た質問文、 その質問文が含 まれる調査名 と問番号が表示 される。検索語 は、赤字 で表示
され る。該当 した質問文の直後の行にある調査名(一 番上の例で は、 「清報化社会 に関
す る全国調査(JIS2001)」)をク リックす る と図3に 示 したよ うな 「調査概要」 のペー
ジが表示 される。 問番号(一 番上 の例で は 「面接票Q19」)をク リックす ると、該当す
る質問文(面 接票Ql9)が赤字で示 され、 それにっつ く質問文を見 る ことがで きる。
画面 を上 にスクロールさせれば、Q18からさかのぼ って、 それ以前 の質問文を見 るこ
とがで きる。っ まり検索結果のペー ジか ら、 この例 の場合だ と 晴 報化社会に関す る全
国調査(JIS200)」の全質問文を見 ることがで きる仕組みになっている。
4.1.4調査データ分析画面
っ ぎに、調査 データをWebブ ラウザ上で分析する 「分析」画面 の説明にうつ る。
「トップペー ジ」(図2)の 左下に 「分析可能 な社会調査 データ」表示 されている。
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「調査結果の分析」 とい うタイ トルの下 に分析す るデータ名 「情報化社会 に関す る全
国調査(JIS2001)」が青字で表示され る。その下の行 には、 このJIS2001調査の 「調査
概要」(図3参 照)と 「質問項 目 リス ト」への リンクがある。 その下の 「分析メニュー」
がSRDQで つ か うことがで きる分析 手法 であ る。分 析 は先述 した とお り、SPSSの
WebAppを使用 してい る。WebAppでは、SPSSBaseとオプ シ ョンに含まれ るすべて
の機能 を利用す ることがで きる。 しか しそのためにはカスタマイズが必要であ り、現在
のSRDQに おいて は、「分析 メニ ュー」 にあげ られている度数分布表、 ケースの要約、
クロス集計、Webキ ューブ、T検 定、一元配置の分散分析、線型回帰、相関係数、偏
相関係数、因子分析の10種類 の統計手法 とその中の一部のオプションが利用可能 になっ
ている。
ここでは、 クロス集計表の分析の方法を紹介す る。
図5の 「分析 メニ ュー」か ら 「クロス集計」 を選 ぶと図6の ような画面があ らわれ
る。
左の枠内に分析 にっか うことができる変数が表示されている。 この枠内を下 にスクロー
ル しなが ら、分析 したい変数を選んで指定す る。指定 は、行変数、列変数を指定す ると
普通の クロス表 にな り、 さ らに層変数 を指定す ると3重 クロス表が作成 され る。行変
数、列変数、層変数 とも複数指定す ることがで き、それぞれの枠 内で上か ら順 に組み合
わせて実行 される。 この順番を変更 したいときには、す ぐ右側の 「up」と 「down」の
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さ らに右側の 「オプ ション設定」 の欄で は、統計量 と して 「カイ2乗 」値 と 「ファ
イ とCramerのV」の値を指定す ることがで きる。各 セルには、「行」をチ ェックすれ
ば行パーセ ントが、「列」 をチェックすれば列パ ーセ ントが表示 され る。 また行 の選択
肢の表示順を昇順、降順のどちらにするかを指定す ることもで きる。 なおデ フォル トで
は、 カイ2乗 、行パーセ ン ト、昇順が選択 される設定 にな っている。
行変数 に 「Ql:性別」、列変数に 「留置票Ql:インターネッ トやパ ソコン通信を ご存 じ
ですか」を選び、「カイ2乗 」、「行」パ ーセ ン ト、「昇順」 を指定 した場合、分析結果は
図7の よ うになる。
いちばん上 にあ る 「クロス集計へ戻 る」 をク リックす ると、 図6へ 戻 る。 っ ぎの
「処理 したケースの要約」か らは有効ケース数 とそのパ ーセ ントが分かる。っ ぎの枠 が
クロス集計表の結果である。 そ してその下 に 「カイ2乗 検定」の結果が表示 される。他
の分析 もふ くめて、分析 の方法、出力の形式 は、パ ソコンで使われるSPSSとほぼ同 じ




iファイル⑪ 縮集(ξ》 表示(Ψ お気{こ入り⑧ ツー ルq>ヘ ルプ(砂
.勉 鱒 警
.
嘲 酬 ンク・二分析メニ・一1・戻るi言周査 概 要 頂 問囎 リス ト.




























i'.…… … … …"`6霧.
23.5%1
170:












調査データを調査主体 の管理を離れた公共 のもの とす るとき、被調査者のプ ライバ シー
を守 りなが らデータの情報 をで きるだけ活用す ることが必要 にな って くる。 もち ろん
SRDQのよ うなイ ンターネ ッ トを通 じた調査 データの公 開につ いて も調査 データを公
共の もの とす る活動 にふ くまれるか ら、被調査者 のプ ライバ シーを守 る方法にっいての
対策が必要 である。 そのための方法論が情報漏洩の統計学的な制御 ・制限(Statistical
DisclosureControlあるいはStatisticalDisclosureLimitation)であ る。 このような方法
論 は、近年、 ミクロ統計データの公開がすすむにつれて研究が さかんになって いる
(Doyleetal.2001;松田 ほか2000;竹村 ・廣松2002;Willenborg&Waal1996,
2001)。
情報漏洩をふせ ぐための統計学 的な制御 ・制限には複数の方法がある。識別 されると
被調査者のプ ライバ シーに関わるよ うな変数 をデータ ・ファイルか ら削除す る方法 やク
ロス集計表で実現値の少 ないセルを削除 ・統合 して しまうような方法があ り、 これ らは
Suppressionとよばれている。
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あるいは リコー ドをお こなってプ ライバ シーの漏洩 をふせ ぐ方法 もある。 たとえば年
齢の変数が2歳 きざみだ った ものを5歳 きざみに リコー ドす る(globalrecoding)、世
帯収入のよ うな変数で最上位、最下位のカテゴ リーをひろげ る処理(そ れぞれtopre-
coding、bottomrecoding)が提示されている。 これ らが リコー ドによってプ ライバ シー
漏洩をふせ ぐ方法である。
また原データの適切 な統計的標本を抽出 し、その抽 出標本を公開することで原 データ
に含 まれてい る情報 の漏洩を制御す る方法 もある(Sampling)。この場合、 もし原デー
タその ものが標本 ならば、そのデータは自ら情報漏洩を制御す ることもあるとかんがえ
られ る。
4.2.2事実上の匿名化
た しかに調査データの公開 にあたって被調査者 のプ ライバ シーの漏洩をふせ ぐ統計学
的方法論 につ いて研究は蓄積 されつつある。 しか しデータを公開する以上、完全な匿名
化 は不可能であ るとい うの もまぎれ もない事実である。 なぜな ら、 もしデー タに対 して
完全な匿名化をおこな うな らば、 そのデータか らは性別、学歴、職業、収入 といった情
報が削除 されて しまうか らであ る。社会科学 において必要不可欠 なそ ういった情報が削
除されたデータでは公開する意義 はない。 また一般の人々 も性別、学歴、職業、収入 に
関連 した情報を知 りたいであろう。
完全 な匿名化が不可能である場合、 そこで重要 になるのが事実上の匿名化 とい う概念
である。 ドイツ連邦統計局では、1980年代後半か ら1990年代前半 にかけて、具体的な
統計データか ら被調査者がどれ くらい識別可能かについて実験をおこなっている(M?ler,
Blien,Wirth,lgg5)。さきに紹介 したよ うな情報漏洩の統計学的な制御 ・制限に関する
研究では、人工的に生成 されたデータにもとついて被調査者識別 の危険性が議論 されて
いる。 しか しドイッ連邦統計局 によるこの実験結果では、実際の統計 データの場合、人
工的なデータよりも被調査者の個体識別の危険性 ははるかに小 さいと報告されている。
統計 データか ら被調査者の識別 をお こな うためには、その統計 データのほかに、全数
調査などにもとついた識別用の ファイルが必要である。そ して統計データと識別 フ ァイ
ルの照合をおこなった結果、 はじめて被調査者の個体識別が可能 になる。たとえば、公
開された統計 データか らA地 域に年収3000万円の男性がいるという情報が得 られた場
合 をかんがえる。 この男性が誰 であるかを識別するためには、 まずA地 域在住者の年
収 に関す る個人情報が掲載 された識別 ファイルを入手 しなければな らない。 そ して公開
された統計 デー タか ら得 られた情報 とこの識別 フ ァイルを照合 した結果、 はじめてA
地域 における年収3000万円の男性が誰であるか識別 され る。 しか し一般的 にかんがえ
て、 このように被調査者の識別のため に統計 データと識別 ファイルを照合す るには、識
別 ファイルの入手やデータとファイルの照合など、照合者 は莫大な コス トを支払わなけ
ればならない。 したが って実際の統計データにおいて被調査者の個体識別の危険性 は小
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さいとかんがえ られるのである。
このよ うに被調査者の識別 に莫大 なコス トがかかる場合であれば、その調査 デー タに
おいて事実上 の匿名化が実現 しているとかんがえ ることがで きそうであ る。 しか し、 こ
の ことを逆 にかんがえ ると、被調査者の識別が比較的小さな コス トで実現可能 なデータ
において事実上 の匿名化 は破綻 しているとみなされるべ きだ といえる。 あまりコス トを
かけな くて も被調査者の識別が実現す るデータとは、変数が小 さなサブ ・カテ ゴリーに
わかれているデータや、細かい地域情報がふ くまれているデータである。このよ うなデー
タは、 どち らも識別 フ ァイルの入手 ・照合を容易 にす るという点で被調査者識別の コス
トを下げて いる。
低 いコス トで被調査者が識別可能 になることをふせ ぐ、 いいかえ るならば公開データ
における事実上 の匿名化をまもるためには、以下 にあげる対策が最イ邸艮必要であろう。
まず、変数が小 さなサ ブ ・カテゴ リーにわかれて いるデータに関 しては、 リコー ドをお
こな ってサブ ・カテ ゴリーを統合 したデータを公開す るという対策が必要であ る。 これ
は先述 したglobalrecodingやtoprecoding、bottomrecodingとい った方法であ る。 ま
た、細かい地域情報、 たとえば被調査者 の住所 ・氏名に直接 むすびっ くIDや地点番号
などを除外 したデータ、 さきほど登場 した用語 でいえばSuppressionをおこな ったデー
タを公開デー タとす るとい った対策 も必要であ る。SRDQで公開 される調査デー タに
関 して も、公開データの事実上 の匿名性を守 るために これ ら最低限の対策が施 されてい
る9)。
4.3この システムの意義
で はSRDQに よる調査 データの公開 には、 どのよ うな意義 があるのだろ うか。 ここ
では、研究者 に対す る意義、調査対象者 に対す る意義、 そ して教育 における意義の3点
をとりあげてお く。まず研究者に対 しての意義 としては、す ぐに知 りたい分析結果が得
られる システムは研究に取 り組む うえで便利だ とい う点 をあげることがで きる。 また
SRDQは一 部ではあるが英語 で も利用で きるよ うにな っているので、 もちろん 日本語
の読めない海外の研究者 も手軽にデータ分析が可能である。
いっで も誰で もデータ分析 できるSRDQの特徴 は、 これは調査対象者に とって も価
値がある。 これまでデータ ・アーカイ ブによるデータ公開は もっぱ ら研究者が対象だ っ
た。 しか し調査結果を知 りたいとのぞむ調査対象者 はおお く、調査結果 のデータをオ ン
ライ ン分析 が可能 な形式で公開することは、調査対象者 に対す る調査報告 として も意義
がある。
教育面で もあた らしい意義があ る。データ分析のための特別 なパ ッケー ジがい らず、
Webブラウザだけで調査 データの分析が可能 できるので、学生が社会調査法の学習 に
取 り組 みやす くなる。SPSSやSASなどのイ ンス トール されたパ ソコ ンがおかれ た教
室だけでなく、 自宅で統計分析の練習をおこなうことも可能 である。 さらに公開されて





5.今後 の 課 題
あた らしい調査 データ公開 システム、SRDQは研究だけではな く、教育上 も意義 を
もったシステムであ り、 また、調査 データを対象者 に公開す るとい う目的にも役立っ も
のである。 しか し同時に、動 きはじめたばか りの システムで もあり、 これか ら乗 り越え
ていかね ばな らない課題 もい くつかあ る。 そ こで本稿の しめ くくりに、SRDQに とっ
ての今後 の課題 につ いてふれてお きたい。
まず公開データの利用者が参照できるマニュアルを整備す る必要が ある。 これ は現在
SRDQ上でHelp機能 として備 えている、 システムを利用す るために最低限必要 な操作
マニュアルだけでは十分 といえない。 これ までのデータ ・アーカイブがおもに研究者を
対象 として調査 データを公開 してきたの に対 して、SRDQは調査対象者 をは じめとす
る一般の人 々の利用 をも想定 してお り、 そのためにWebだ けで利用で きるシステムを
作製 している。そのような一般の人 々が調査 データを 自分 自身で集計 して、その結果を
理解するためには、最低限度の統計学的知識が必要 とな らざるをえない。そ こで市民 に
向けた統計学的知識の提供な らびに利用者か ら寄せ られるデータの分析手法や分析結果
に関する質問 ・疑問への対応 といった利用者 に対するコンサルテ ィング機能が、SRDQ
の場合は重要で必要不可欠である。 どのような形式でそのよ うな コンサルテ ィング機能
を提供す るか、 これを今後の課題のひ とっ としてあげることがで きる。教育上の利用 も
含 めて、理解 しやす いテキス トの作成 やWeb上 の掲示板のよ うな機能 をっか って質問
や疑問に答えてい くことがかんがえ られる。
そ して、 この システムが発展するためには、質 の高い社会調査 データのさ らなる収集
と公開が必要である。 い くらシステムが もっている機能 に有用性があ って も、そのシス
テムを通 じて提供 される調査 データが貧弱な もので あれば、 このSRDQと い うデー タ
公 開 システムの価値 はないであろう。現在SRDQで は、無作為標本抽出法 に もとつ い
た全国調査である 「情報化に関する全国調査(JIS)」や 「社会階層 と社会移動(SSM)
全国調査」の調査 データを公開 してい る。今後 もこれ らに劣 ることのない質 の高 い社会
調査データの収集 と公開をおこな ってい くこと、 これ もSRDQの課題である。
最後 に調査 データの公開 とプ ライバ シーの問題である。 イ ンターネ ッ トを通 じた調査
データの公開や分析は、社会科学の分野におけるイ ンターネッ トの社会的影響(DiMaggio
etal.2001)の産物である。そのためSRDQに よる調査 データの公開 も、IT革命によ
るあた らしい知的所有権やプライバ シーの問題 に抵触せざ るをえない。知 的所有権に関
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しては、 デー タ ・アーカイブの作成者の権利 がどの程度 で認め られるか という問題が あ
る。SRDQは、 その膨大 で有益な出力 に対 して、 わずかな労力で作成 されてい るとい
え るが、 それで もデータ作成の人的労力はかな りの ものであり、 また これは相 当程度 の
社会調査の知識がないとで きないものである。 このような労力 に対 して、特に学術上の
業績 と しての評価 がともなわないと、誰 もデータ ・アーカイブの作成 にたず さわ らない
であろう。プ ライバ シーに関 しては、調査 データには調査対象者 に関す るおお くの情報
がふ くまれて いるという問題が ある。SRDQは そのようなデータを加工 し、研究者 に
よる科学的分析を保障する程度 には原データの情報 をふ くみっつ、研究者 にかぎ らずだ
れでもアクセス可能で、 なおかっデータか らのプライバ シー漏洩 による損害を引き起 こ
さない対策を とらなければな らない。 また学術上 は、調査 データの2次 分析、 オ ンラ
イ ン分析が認め られているが10)、調査対象者へのイ ンフォーム ド・コンセ ントはこれ ま
で通 りのかたちでかまわないかどうか も議論 の対象 となるであろう。 これ らの点 にっ い
て、 これか ら議論 を ふかめてい く必要があ るだろ う。
〔付記〕本稿 は平成15-16年度科学研究費補助金研究成果公開促進費158052「質問紙
法にも とつ く社会調査 デー タベース」(代表者:直 井優)に よる研究成果の一部で あ
る。
注
1)IFDOのURLはhttp:〃www.ifdo.org/(2004年10月1日現 在)で あ る 。
2)CESSDAのURLはhttp:〃extweb.nsd.uib.no/cessda/(2004年10月1日現 在)で あ る。
3)SORDのURLはhttp://www.sgu.ac.jp/soa/sordhp/(2004年10月1日現 在)で あ る。
4)SSJデ ー タ ・ア ー カ イ ブ のURLはhttp:〃ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/(2004年10月1日現 在)
で あ る 。
5)た だ し調 査 概 要 情 報 を 検 索 ・閲 覧 す る と き は 、 閲 覧 者 確 認 の た め メ ー ル ・ア ド レ ス の 入
力 が 必 要 で あ る 。
6)SDAのURLはhttp:://csa.berkelcy.edu:7502/(2004年10月1日現 在)で あ る。
7)NESSTARのURLはhttp://www.nesstar.com/(2004年10月1日現 在)で あ る 。
8)DDIの 仕 様 書 は 現 在 も討 議 が 進 行 して い る た あ 確 定 して い な い と こ ろ が あ る が 、 そ の 一
部 は た と え ばICPSRの 「DataDocumentationInitiative(DDI)」で 告 示 さ れ て い る 。 こ の
サ イ トのURLはhttp:〃www.icpsr.umich.edu/DDI(2004年10月1日現 在)で あ る 。
9)こ こ で 参 考 の た め に も、GSSデ ー タ の オ ン ラ イ ン分 析 用 デ ー タ に っ い て ふ れ て お く。 現
在GSSデ ー タ は 、 さ き ほ ど 紹 介 し たSDAを つ か っ て イ ン タ ー ネ ッ ト上 で オ ン ラ イ ン分
析 可 能 な か た ち で 公 開 さ れ て い る 。 し か し そ の 公 開 デ ー タ に は 、 リ コ ー ド等 の か た ち で
被 調 査 者 の プ ラ イ バ シ ー 漏 洩 を ふ せ ぐ対 策 が お こ な わ れ た 形 跡 は な い 。 公 開 デ ー タ に お
け る 情 報 漏 洩 の 統 計 学 的 な 制 御 と い う観 点 か ら み た 場 合 、 無 作 為 抽 出 標 本 に も と つ く
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GSSデータは標本 デー タであ るとい うだけで情報漏 洩の制御がお こなわれてい ると判断
す る ことは不可 能 で はない。 ただ しGSSデ ータのイ ンター ネ ッ ト上 の公 開 にあ った っ
て、 そのよ うな積極 的な判断が下 され たか ど うかは不明であ る。
10)2003年11月に設立 された社会調査士 資格 認定機構 の定 め る 「社会調査倫理 綱領」で は、
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TheOpenDataArchiveofSocialResearchdataSRDQ
TaichiMATSUKAWA,KoichiHIGUCHIandAkiraKAWABATA
Thedataarchiveexistsforthecollection,editing,process,storage,anddisseminationofsocial
researchdata.Lookingbackthroughhistory,asocialresearchdataarchivewassetupin
AmericashortlyafterWorldWarII.Thisarchiveisnowheldatthe"RoperCenter."Afterthat,
dataarchiveswerecreatedthroughoutNorthAmericaandEurope.Currently,themajorityof
thesedataarchivesaremembersofinternationalorganizationslikeIFDOandCESSDAforeasy
linkup.
Thedatastoredinthesearchivesfallintotwocategories:researchdata,whichconcentrates
onstatisticalanalysis,andmetadata.Metadataisdocumentationpertainingtoresearchanddata,
andincludestechnicalinformationsuchasdatacollectionmethodsandsamplingmethods,and
generalinformationsuchas,thesubjectsofresearch,theperiodofreseazch,andthesponsors.
Broadlyspeaking,dataarchivesaresignificantfortworeasons.Theseare:(1)theresearch
advantage,whichenablesexistingdatatobeusedeffectively,and(2)theeducationaladvantage
oflearningsocialresearchmethodsusinggood-qualityresearchdata.
Existingdataarchives,andinparticularJapanesedataarchives,however,havetraditionally
hadthefollowingproblems.Oneisthattabulatedresultsandtheresultsofanalysisthatwould
beofinteresttoresearcherscannotbeeasilyobtained.Theresearchdataisnotsenttousupon
applicationtoanarchive,butittakesfromseveralweekstooneortwomonths,sometimeseven
longer.Anotherproblemisthatthecollectedmetadataislimitedtobrief,generalizedinformation
suchastheresearchtitleandresearchsubject.Evenwhensearchingtheresearchdatainwhich
aresearcherisinterested,he/shecanonlysearchusingthislimitedinformation.Forthisreason,
wecannotsaythatthefeaturesoftoday'sexcellentdatabasescanbeusedtothefull.
Itwasforthisreasonthatwecreatedthenewdataarchive,SRDQ:SocialResearchDatabase
onQuestionnnaires.Thetwo.mainadvantagesofSRDQareasfollows:Firstly,thedatacanbe
analyzedonthewebsite.Nospecialsoftwareisnecessary;thedatacanbeanalyzedusingan
ordinarywebbrowser.AnotherspecialfeatureofSRDQisthatmetadatacanbefullycollected
andthensearched.Thisway,allpertinentitemstoanarchive'suserarelogged,notjustthe
outlinetopicslikeresearchtitleandmaintheme,andthesecanbesearchedfreely.Further,
dependingontheresearch,thequestionnairescanalsobebrowsedinPDFformat,ascanthe
contentsofthewrittenreportsandthereportsthemselvesinPDFformat.
SRDQisalsoplanningtoaddresssomeissues.Theyare:(1)toofferthemanualwhichauser
withoutstatisticalknowledgecanreferto,(2)tofurthercollectgood-qualitysocialresearchdata
and(3)tomakesocialresearchdataopentothepublicwithoutconflictingwithasubject'spri-
vacy.
